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次世代 X線天文衛星搭載を目的として開発を進めている TES (Transition Edge Sensor) 型 X線マイクロカロ
リメータは、超伝導転移端を温度計として使用し、100 mK 以下の極低温にて動作することで極めて高いエネル
ギー分解能を実現する。将来のX線天文分野で要求される検出器は、エネルギー分解能はもちろんのこと、多画
素の撮像能力が必須であり、かつ検出器の開口面積と検出効率を最大限に上げることが重要となる。
今回我々は、256画素カロリメータアレイを完成させX線信号取得に成功した。本講演では、その結果と性能
評価について報告する。180 µm角のTESの上に乗せる BiのX線吸収体は、0.5 mm角、厚さ 8 µmのマッシュ
ルーム型で、露光して成形したレジストに蒸着したAuの電極に、Biを電析メッキで形成した後、上から研磨し
て製作する。吸収体間のギャップは 100 µmである。エネルギー分解能は ∼ 200 eVと 4× 4型素子 (45 eV)より
優れず、冷却サイクルに耐えられず吸収体の剥離がおきてしまった。分解能悪化の原因は、おそらくTESとめっ
き電極の密着性の問題や、めっきBiの細部構造の性質の影響で、個々のX線パルスに 8 ms もの立ち下がりの長
い成分が含まれていることである。現在、はがれたBi吸収体単体の性質や、異なる素子におけるパルスの形状の
分布、TES自体の性能を調べており、構造面では逆スパッタによる密着性の改善や吸収体の足の大きさを再検討
していく予定である。


